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Abstract
 The Maxim Gorki Theater in Berlin has been enthusiastically making a lot of 
productions. These productions were created under the slogan of Postmigranttheater（the 
theater of and for the 2nd and 3rd generation of the immigrants）, tailored especially 
towards the young generation of German and non-German citizens. The strategy of the 
theater’s new director, Shermin Langhoff, and of her co-director, Jens Hillje, has been to 
concentrate on how to transform the reality of German society into the theater 
aesthetic. In this article I sum up some stages of Langhoff and Hillje from their days in 
the Ballhaus Naunynstrasse with the example of the Verrücktes Blut（Crazy Blood）, up to 









難民・移民申請希望者が殺到した。ドイツに入った難民・移民申請希望者は 2015 年だけで約 90
万人にのぼる。ホロコーストの反省に立ち、憲法にあたる基本法第 16 条で難民・移民の保護を
うたうとともに、移民受け入れに寛容な世論が形成されてきたドイツだが、これほど大量の難民、
移民申請希望者を迎えて反移民の声が高まる事態を迎えた。2017 年 9 月に行われた連邦議会選挙
では、難民・移民の受け入れを進めてきた連立与党が多くの議席を失った反面、難民・移民排斥
を掲げた新党「ドイツのための選択肢（ Alternative für Deutschland: 略称 AfD ）」が全 709 議席

















世、3 世が就職などの際に直面する困難な現実やアイデンティティの問題などは当事者や NGO に
委ねる状況が続いてきた。
　しかしドイツ再統一後 20 年を迎えた 2010 年、東西ドイツの統合問題よりも移民統合の問題と


















として常に名前が挙がるのが、ベルリンのマクシム・ゴーリキ劇場である。2013 年 9 月から始ま





















を追われた人々（ Heimatvertriebene ）」、1961 年にベルリンの壁が建設される以前に東ドイツか
















































































































Wache ）のすぐ北側にあり、東ドイツ時代の 1952 年に設立された。現在の建物はドーリス式の
柱が印象的だが、これはカール・フリードリヒ・シンケルが設計し、カール・テオドーア・オッ






















　このような体制批判的な流れは 70 年代から 80 年代にかけて継続した。特に 1988 年にトーマ
ス・ラングホフが演出を手掛けて初演されたフォルカー・ブラウン作『過渡期の社会』は、東ド
イツの終焉を先取りして表現した画期的な舞台として高く評価されている（新野、2005、53-56）。
　ベルリンの壁崩壊後は、ベルント・ヴィルムスが 1994 年から 2001 年まで、フォルカー・ヘッ
セが 2001 年から 2006 年まで、それぞれ芸術監督を務めたが、座席数 400 強の、ベルリンの公
共劇場としては小規模な劇場に属するマクシム・ゴーリキ劇場の活動は、他の公共劇場の影に隠




















らベルリンの HAU 劇場で舞台の企画・制作に携わり、2008 年には「 kulturSPRÜNGE 」という団
体を主宰者として再開させ、移民第 2、第 3 世代のアーティストのための活動を行っていた。彼
女は、さらに積極的な活動を続けるために自前の劇場を持つことの必要性を痛感していたという








知覚の変化を演劇の表現として取り込んだことにはならないというのである（ Donath, 2011 ）。
彼らが目指す「ポストマイグラント演劇」は、従来の演劇の演じ手を移民に置き換えただけの演
劇ではない。演劇の専門教育を受けることなかった移民第 2、第 3 世代が演じ手になると同時に、
これまで劇場に足を運んだことのなかった彼らと同世代の人々が観客になる、つまり、ラングホ















ばかりの私たちの劇場に不安を投影するなんて」（ Donath, 2011 ）と述べ、ポストマイグラント































2010 年 9 月 2 日にドゥイスブルクで初演された。演出はトルコ系のヌルカン・エルプラートで


























































が加わり、精力的な舞台作りを始めた。その彼らが 2013 年／14 年シーズンに制作した舞台のな
かでもっとも話題となったのは、2014 年 5 月のベルリン演劇祭（ Theatertreffen ）の招聘 10 作
品に選ばれた『コモン・グラウンド（ Common Ground ）』（ 2014 年 3 月 14 日初演）である。イ
スラエル出身のヤエル・ロネンが演出したこの作品は、体験の直接性を体験者自身が再現する舞
台作りをしており、現在のドイツ語圏の演劇では稀になった体験者自身のナラティヴを重視する
点で他の劇場の舞台とは一線を画していた（ Wahl, 2014 ）。
　開演するとドイツ生まれの男優、イスラエル生まれの女優、そして旧ユーゴスラヴィア出身の


































































































こだわらない方針をとった 2013 年／14 年シーズン以後の同劇場は異色の存在と言える。彼らの
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